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● 業績予想について

この説明資料内で述べられているヤマハ発動機株式会社の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき
当社の経営者が合理的と判断したもので、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、様々な要因の変化
により大きく異なることがありえますことをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼす可能性がある要因には、
主要市場における経済状況及び製品需要の変動、為替相場の変動等が含まれます。

本日ご説明する内容

２０１６年１２月期 本決算

代表取締役社長 柳 弘之
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２０１６年・２０１７年の要点

■ 商品競争力
お客様が多様化・アップグレード化する市場に向けて、
ブランド個性を発揮する新商品を開発・市場投入する。
2016年： 80、2017年： 110、2018年： 90 （累計： 280モデル）

・売上高 （前年比）：
・営業利益 （前年比）：
・当期純利益 （前年比）：

2016年 2017年

92% （102%） 106%
83% （117%） 111%

105% 119%

■ 経営業績
収益性改善進み、安定的利益水準を持続する。

■ ＲＯＥ・ＣＦ経営
ＲＯＥ15%水準へ、運転資金の効率化進む。

・ＲＯＥ：
・ＣＦ （億円）：

2015年 2016年 2017年

12.6% 12.3% 13.5%
△393 +722 +240

※ 為替影響除く前年比

※
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経営業績 ： ２０１６年 （実績）

売上高： 前年比92% （102%）
営業利益： 前年比83% （117%） 安定的水準を確保。
当期純利益： 前年比105%

（億円） ２０１５年 ２０１６年 前年比

売上高 １６,３１２ １５,０２８ ９２％

営業利益 １,３０３ １,０８６ ８３％

営業利益率 ８.０％ ７.２％ △0.8pts.

経常利益 １,２５２ 1,０２１ ８２％

当期純利益 ６００ ６３２ １０５％

（＄・€） １２１・１３４ １０９・１２０ ー

（$/ＩＤＲ・ＢＲ$） １３,４００・３.３ １３,３００・３.５ ー

※１ 為替影響除く前年比
※２ 前年実績： 販売金融組替え後
※３ 親会社株主に帰属する当期純利益

※３

※２

※１
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経営業績 ： ２０１７年 （予想）

（億円） ２０１６年 ２０１７年 前年比

売上高 １５,０２８ １６,０００ １０６％

営業利益 １,０８６ １,２００ １１１％

営業利益率 ７.２％ ７.５％ ＋0.3pts.

経常利益 1,０２１ １,２００ １１８％

当期純利益 ６３２ ７５０ １１９％

（＄・€） １０９・１２０ １１０・１１５ ー

（$/ＩＤＲ・ＢＲ$） １３,３００・３.５ １３,２００・３.２ ー

・売上高： 前年比 106%
・営業利益： 前年比 111%、安定的水準を持続。
・当期純利益： 前年比 119%
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1,303

365 △438

△144 1,086
287

△15 △158 1,200

先進国・新興国で、収益性改善を持続する。

経営業績 ： 営業利益変動要因

規模・
収益性

為替
影響

経費
増加等※

経費
増加等※

規模・
収益性

為替
影響

※成長戦略費用総額
2015年 50億円
2016年 100億円
2017年 120億円600

632

当期
利益

750

2015年
実績

2016年
実績

2017年
予想

（億円）
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4,597 
4,908 

5,342 

5,800 
35.1%

37.6%

40.5%
42.2%

当期利益率

総資産回転率 自己資本（億円）・自己資本比率

ＲＯＥ

ＲＯＥ 経営

自己資本=5,000億円超へ、ＲＯＥ=15%水準を目指す。

16.2%

12.6%
12.3%

13.5%

4.5%

3.7%

4.2%

4.7%

1.24 1.25

1.15
1.19

2014年 2015年 2016年 2017年 2014年 2015年 2016年 2017年
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Cash
-In

Cash
-Out

ＣＦ 経営 （販売金融除く）

2015年
実績

2016年
実績

▲393

（億円）

2017年
予想

安定的財務基盤により新しい成長投資・株主還元を増やす。
2016年： 安定的利益を確保、運転資金の効率化進む。
2017年： 機動的な成長投資に備える。

成長投資

166
株主還元

182

株主還元

220 
株主還元

+240+722
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株主還元

ＥＰＳ ： 172円

5.0%

181円

632

配当性向30%、5期連続の増配へ。
2016年： 60円実施、2017年： 65円予想

750

215円

44円
60円 65円

配当性向 ： 26% 33% 30%

年間配当

当期利益
（億円）600

2015年
実績

2016年
実績

2017年
予想
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2,704 2,459 2,500

7,622
6,842

7,700

3,093

2,972
3,000

1,695

1,523
1,５00

1,198

1,232
1,300

11

381 458
530

640 554

570

160

45

10

112

127

140

0

100

200

300

400

500

600

700

800

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000
売上高 営業利益

その他

マリン

特機

新興国
二輪車

その他： 産業用機械・ロボット含む

7.2% 7.5%

（億円）

8.0%

2016年
実績

2017年
予想

2015年
実績

2016年
実績

2017年
予想

2015年
実績

先進国
二輪車

△98

主な事業状況

16,312

15,028
16,000

1,303

1,086
1,200

△50
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2,926 
2,517 

2,960 

1,134 

1,134 

1,280 

653 

636 

810 
323 

441 

500 

15年 16年 17年

23% 17% 12% 10% 7%

50%
51%

48% 48% 48%

9% 21% 24% 25%

27% 23% 19% 18% 20%

二輪車事業 ： アセアン

高収益事業へ、高価格・プラットフォーム化を進める。

売上高
（億円）

営業
利益率

5,036
4,728フィリピン

5,550

5.7% 8.5% 8.6%

ベトナム

タイ

インドネシア

2015年
実績

2016年
実績

2017年
予想

商品ミックス構成比率
（インドネシア）

ＰＦ

高価格

低価格

2014 2015 2016 2017 2018

73%

11



614 654 

830

196 176 

190

14年 15年 16年
2014 2015 2016 2017 2018

二輪車事業 ： インド

次の利益貢献事業へ、積極的に販売を拡大・生産能力を増強する。

810

国内

輸出

830

1,020

出荷台数
（千台）

売上高
（億円）

757 949 1,170

損益分岐台数

生産台数

総需要・事業規模（万台）

総需要

2,000

1,000

2015年
実績

2016年
実績

2017年
予想

150

100

50

200

0

2014 2015 2016 2017 2018
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1,362 1,279 1,300 

723 
559 600 

463 

470 450 

156 

151 150 

15年 16年 17年
0

400

800

1,200

1,600

2,000

2013 2014 2015 2016 2017 2018

13.3%

15.6%
16.6% 16.8% 17.0%

二輪車事業 ： 先進国

売上高
（億円）

営業
利益率

2,704 2,459

欧州

北米

大洋州

日本

2,500

0.4% △4.0% △2.0%

安定的黒字事業へ、市場プレゼンスを高めながら構造改革を継続する。

総需要・シェア
（4地域・51CC以上）

2015年
実績

2016年
実績

2017年
予想

（千台）

2015 2016 2017 20182013 2014 13



1,746 1,670 1,700 

1,348 
1,302 1,300 

15年 16年 17年

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

マリン事業

船外機

ボート・
WV等

3,093売上高
（億円）

2,972

営業
利益率 20.7% 18.6%

3,000

19.0%

更なる高収益事業へ、大型化・システムサプライヤー戦略を進める。

2015年
実績

2016年
実績

2017年
予想

当社販売

（-99馬力）

（100馬力＋）

（200馬力＋）

総需要（100馬力＋）

船外機 総需要・当社販売
（北米・欧州市場： 千台）

160

120

80

40

0

（千台）
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966 876 850 

729 

647 650 

15年 16年 17年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

特機事業

1,695

ＲＶ

売上高
（億円）

その他

1,523 1,500

ＲＯＶ： 事業正常化して、新しいプラットフォームで市場攻略する。

ＲＯＶ 販売・生産状況
（世界市場： 千台）

26
27

14

22

18

22

20

22小売台数

生産台数

2015年
実績

2016年
実績

2017年
予想

15
13

2014 2015 2016 2017 2018

営業
利益率

9.4% 3.0% 0.7%
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ＩＭ事業

15年 16年 17年

465 469
500

2015年
実績

2016年
実績

2017年
予想

■ 表面実装機
高速・多機能領域での高性能実現

15.6% 16.1% 17.0%

売上高
（億円）

営業
利益率

更なる高収益事業へ、次世代型ソリューションでお客様をひろげる。

（コントローラー・カメラ、ＩoＴ）

（ＦＡライン）

■ 産業用ロボット
統合制御技術＋多様なロボットシステム
による高効率実現

Advanced Robotics
Automation Platform
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ＰＡＳ事業

15年 16年 17年

264

322 330

2015年
実績

2016年
実績

2017年
予想

売上高
（億円）

14年 15年 16年 17年 18年

306

356

448
470

500＋

Ｅ-Ｋｉｔ

完成車

営業
利益率

2014 2015 2016 2017 2018

高収益事業へ、世界市場でお客様をひろげる。

11.2% 15.6% 16.7%
出荷台数

（千台）
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ＥＳＧ 開発途上国の 「豊かな暮らし」 をつくる

ヤマハ クリーンウォーターシステム

2016年： 設置実績 22基 （モニター含む）
2017年： 設置予定 7基

設置実績
モニター設置実績
2017年設置予定
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主要商品別 総需要・当社出荷台数

総需要 （当社推定）

15年
実績

16年
実績

17年
予想

日本 407 373 376

北米 559 547 556

欧州 1,525 1,576 1,534

インドネシア 6,465 5,557 5,700

タイ 1,677 1,743 1,750

インド 16,089 17,641 19,000

ベトナム 2,849 3,120 3,214

台湾 706 852 750

中国 9,080 7,992 7,250

その他 4,070 4,822 5,050

アジア計 40,937 41,728 42,714

ブラジル 1,208 884 814

その他 8,000 6,666 6,874

その他計 9,209 7,550 7,688

二輪車計 52,637 51,774 52,868

船外機 742 717 734

ＡＴＶ 435 412 419

ヤマハ発動機 出荷台数

15年
実績

16年
実績

17年
予想

日本 110 110 100

北米 89 77 76

欧州 209 208 203

インドネシア 1,799 1,394 1,595

タイ 225 240 288

インド 595 786 985

ベトナム 719 844 926

台湾 226 254 258

中国 307 247 269

その他 415 540 613

アジア計 4,286 4,307 4,933

ブラジル 131 100 102

その他 393 353 406

その他計 524 452 508

二輪車計 5,218 5,154 5,820

船外機 300 292 292

ＡＴＶ 55 57 56

台数単位：千台
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二輪車販売台数・売上高 （年間）

110 110 100 

89 77 76 

209 208 203 

4,286 4,307
4,933

524 452 

508 

5,218 
5,154 

5,820 

2015年 2016年 2017年

463 470 450

723 559 600

1,362
1,279 1,300

6,287
5,796

6,600

1,491

1,198
1,250

10,326

9,301
10,200

2015年 2016年 2017年

売上高出荷台数 （億円）

アジア

欧州

北米
日本

その他

（千台）

（109/120）（121/134） （110/115） 21



266 285

1,807 1,722

392 408

187 170

442
387

3,093
2,972 3,000

2015年 2016年 2017年

マリン・特機・その他 売上高 （年間）

（109/120）（121/134） （110/115）

※ その他： 産業用機械・ロボット含む

アジア

欧州

北米

日本

その他

マリン 特機 その他

($/€)

156 143

1,169
1,046

175

164

59

51

136

118

1,695

1,523 1,500

2015年 2016年 2017年

775 744

28 37
98 139

242 250

55 62
1,198 1,232

1,300

2015年 2016年 2017年

（億円）
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為替影響 （対前年）

16年実績 （年間） 17年予想 （年間）

（億円） US$ EURO その他 合計 US$ EURO その他 合計

本社の輸出入にかかる為替影響 △189 △67 0 △256 21 △54 7 △26

為替による仕入影響 （海外子会社） 0 0 △81 △81 0 0 0 0

粗利益の換算影響 （海外子会社） △101 △38 △231 △370 8 △18 32 22

販管費の換算影響 （海外子会社） 80 31 158 269 △5 13 △19 △11

営業利益への為替影響 △210 △74 △154 △438 24 △59 20 △15

為替感応度

１円の変動が営業利益

に与える影響額

US$
15億円

EURO
6億円

US$
14億円

EURO
8億円
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1,303 203

102

△438

60 △35 19 △128
1,086

営業利益変動要因 （２０１６年実績）

コスト
ダウン

販管費
増加

増収
効果

為替
影響

原材料
価格変動

償却費
減少

成長戦略費用
含む
開発費
増加

2015年

（$/€： 121/134）

2016年

（109/120）

（億円）
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1,086 193

103 △15 △9 △21 △36 △101
1,200

営業利益変動要因 （２０１７年予想）

コスト
ダウン 販管費

増加
増収
効果

為替
影響

原材料
価格変動

償却費
増加

成長戦略費用
含む
開発費
増加

2016年

（$/€： 109/120）

2017年

（110/115）

（億円）
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